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人のみならず，近郊農村においても換金作物などの栽培によって収入の増加があり，そこで生まれた余
裕が参詣へ，行楽へと人びとを導くことになる。野崎参りの場合，大和川の付替えが新たな景観と参詣
路をもたらすという幸運にも恵まれたのであった。
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〔補記〕
・引用文中に今日の人権意識からすれば不適切な表現があるが，時代背景と史料としての性格に鑑みてそのまま用い
た。
 （2011年11月25日掲載決定）
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